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城西国際大学から読者の方へ、耳より情報をお届けします。

T o k i m e k i  N e w s  L e t t e rT o k i m e k i  N e w s  L e t t e r

城西国際大学ニュースレター

2020年度2020年度  城西国際大学  城西国際大学
秋学期 コミュニティカレッジ秋学期 コミュニティカレッジ

講座名 講師 定員 曜日 日程 受講料

世界遺産の不思議と魅力 片岡  英夫 15名 11月〜 Web講座 3,000円
（全3回）

色鉛筆で描く水彩画 蓮池  孝志 15名 10月末〜 通信講座 3,000円
（全3回）

身近に感じる毛筆講座 小泉  由利 15名 10月〜 通信講座 3,000円
（全3回）

English Communication（中級） マリア市山 10名 金曜日
11:10 〜

10月23日〜
オンライン講座

（スマホ、タブレット、パソコン）

10,000円
（全10回）

基礎から学べる楽しい中国語 李  頴清 10名 月曜日
13:30 〜

10月19日〜
オンライン講座

（スマホ、タブレット、パソコン）

10,000円
（全10回）

俳句講座 小林  せつ子 15名 10月〜 通信講座 4,000円
（全4回）

城西国際大学 地域連携推進センター
〒283- 8555 千葉県東金市求名1番地
コミュニティカレッジ担当  ☎0475- 55-7685
受付時間：月曜日〜金曜日  9: 00 〜 17: 00（祝祭日除く）

問い合わせ
申し込み

※他にも沢山の講座をご用意してありますのでお気軽にお問い合わせください。

地域センター HP でもご紹介しております。

「薬草図鑑Web」
http://www.jiu.ac.jp/clics/medicinalplant/

薬草図鑑のご案内
毎月、薬用植物を紹介している「薬草図鑑」をご存知でしょうか。
地域センター、また道の駅みのりの郷東金にもフライヤーを置いて
おります。ぜひお手にとってご覧ください。

【
タ
バ
コ
】

　

タ
バ
コ
は
熱
帯
ア
メ
リ
カ
原
産
で
現
在
、世
界

の
温
帯
、熱
帯
に
広
く
分
布
し
て
い
る
多
年
草
で

す
。
茎
は
直
立
し
、草
丈
は
1. 5
～
２
ｍ
で
す
。
全

体
に
線
毛
が
密
生
し
ま
す
。
葉
は
楕
円
形
で
先

が
と
が
り
、長
さ
30
㎝
ほ
ど
に
な
り
ま
す
。
花
期

は
夏
で
、花
は
白
色
や
ピ
ン
ク
色
で
小
さ
く
、鐘

の
形
を
し
て
い
ま
す
。
果
実
は
卵
型
で
、多
数
の

細
か
な
種
子
を
有
し
ま
す
。
葉
に
ニ
コ
チ
ン
を

含
ん
で
い
る
の
で
、タ
バ
コ
を
生
産
す
る
目
的
で

商
業
的
に
栽
培
さ
れ
ま
す
が
、観
賞
用
と
し
て
植

え
ら
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
７
月
に
は
望
ま
な
い
受
動
喫
煙
の

防
止
を
目
的
と
す
る
「
改
正
健
康
増
進
法
」が
成

立
し
、喫
煙
す
る
こ
と
は
一
般
的
に
悪
い
こ
と
と

い
う
認
識
が
強
い
で
す
。
し
か
し
、昔
は
タ
バ
コ

の
煙
を
病
人
に
ふ
き
か
け
た
り
、葉
タ
バ
コ
を
団

子
に
さ
せ
た
も
の
を
病
人
に
食
べ
さ
せ
る
こ
と

で
、吐
き
気
を
も
よ
お
さ
せ
身
体
の
中
の
毒
素
を

外
に
出
さ
せ
る
な
ど
と
い
っ
た
、病
気
を
治
療
す

る
目
的
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

過
去
で
は
治
癒
を
目
的
と
し
て
い
た
の
に
対

し
、現
在
で
は
煙
た
が
ら
れ
る
存
在
で
、過
去
と

現
在
で
は
認
識
が
大
き
く
異
な
る
タ
バ
コ
は
と

て
も
不
思
議
で
面
白
い
植
物
で
す
。（

本
文
よ
り
）

生薬名 煙草（エンソウ）

薬用部位 葉、茎

薬効 神経麻痺、催吐作用

用途
水虫、害虫、蚊の駆除に用い
られた。催吐薬として用いら
れた。
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ときめきは、東金市ホームページで公開しています。

※本誌掲載情報は編集時点のものです。主催者等の事情により、内容が変更になる場合があります。
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『ときめき』はここに置いてあります［順不同］

● 東金市内

東金市役所（受付または生涯学習課）
ふれあいセンター
東金図書館
各市立公民館
東金文化会館
東金アリーナ
東金市トレーニングセンター
道の駅みのりの郷東金
東金商工会議所
東金駅

● 東金市外

山武市
さんぶの森図書館＆文化ホール
松尾IT保健福祉センター (図書館)
成東総合運動公園
山武市歴史民俗資料館
成東図書館
道の駅オライはすぬま
成東駅

九十九里町
中央公民館
つくも学遊館
海の駅九十九里

大網白里市
中央公民館
白里公民館
大網駅

● その他

東金市内・近隣市町の商業施設等
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イベント情報

東金文化会館
お問い合わせは　☎ 0475-55-6211

http://www.tobunspo.or.jp

＊ メルマガ配信中！ ～東金文化会館チケット情報をいち早くお届けします～

①ＱＲコード読取り機能のある携帯電話をお持ちの方は、左のＱＲコードを読取ってください。
②メール送信画面となりますので、そのままメールを送信してください。
③メルマガ登録用メールが届きますので、必要事項を入力して送信してください。→登録完了です。
※年会費・登録料無料（通信料のみお客様負担）  ※メールアドレスをお持ちの方のみ登録できます。

下記アドレスに空メール[題名（件名）、本文を何も
入力しない]を送ってください。
merumaga-toganebunka@mhai.jp

メルマガ会員特典あり

“ 新しい生活様式 ”“ 新しい生活様式 ” だからこそだからこそ
お届けしたいステージがあります。お届けしたいステージがあります。

傍に寄り添う芸術を…傍に寄り添う芸術を…
アーティストの皆様アーティストの皆様ととお客様の架け橋お客様の架け橋を…を…

東金文化会館ライブライブラリー  第二弾
今後の企画をどうぞお楽しみに!!

from Artists  to You
― つなぐ・続ける ―

プロジェクト

」始めました！
「

from Artists  to You
― つなぐ・続ける ―

プロジェクト

「フラメンコの明るい未来を信じます！」
一般社団法人 日本フラメンコ協会  事務局長  田代 淳

「落語を聴いて安心して笑える日が1日も早く来ますように！」
柳家吉緑

「これからも皆さまの生活のなかに音楽がありますように」
ハッチポッチクインテット  野口彩乃

「嬉しいとき、悲しいとき、いつも隣に音楽を」
楓弦楽四重奏団  執行恒宏・秋元理恵

「また皆さまと笑顔で会える日を楽しみにしています。
『出会いは宝物☆』」

劇団サンブステップス

「Stay Home, Keep on Dancing
今を乗り切ってまたPeaceNutsで会いましょう」

PeaceNutsCrew

「今の生活が良かったんだと、
笑顔になる未来を作っていきましょう」

ハーラウ・ケオラクーラナキラ  田中新

「音楽の喜び、幸せを皆さまと一緒に！」
千葉交響楽団ヴァイオリン奏者  小泉百合香

「心に音楽を絶やさず、再会を信じて頑張っていきましょう！」
山武郡市吹奏楽連盟

（順不同）

Artists  ～応援の声を寄せて頂いております～～応援の声を寄せて頂いております～

11
8

日

第55回 山武郡市吹奏楽祭

9：30開演　大ホール
関係者のみ

山武郡市内の吹奏楽団体が出演！
中学校、高等学校、大学・一般まで
幅広い年齢層の様々な団体が出演。

今回は新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、無観客で開催し
ます。関係者以外のご入場はご遠
慮願います。

11
14〜

土
TO-BUN クリスマス合唱団
for 2021 オンラインレッスン

来年のTO-BUNクリスマスコンサートにむけて
合唱団を募集します！

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、練習はオンライ
ンレッスンの形で行います。参加方法など詳細は、東金文化
会館ホームページ（http://www.tobunspo.or.jp/）で、ご案
内します。

お問合せ：東金文化会館　0475-55- 6211

スタート予定

新型コロナウイルス感染症対策およびご来場される皆さまへのお願い

東金文化会館では、お客様が安心してご来場いただけるよう、様々なガイドラインを遵守し、対策(スタッフによる検温、
マスク着用、館内各所に消毒用アルコール設置、館内の換気、手すり・ドアなど手を触れる箇所の消毒など）を講じて
おります。ご来場のお客様には下記感染症対策へのご協力をあわせてお願いいたします。

〈ご来場のお客様へご協力のお願い〉
◆ 37. 5度以上の発熱など体調に不安がある方はご入場いただけません。
◆ マスクの着用、入場時の検温にご協力ください。
◆ こまめな手洗い、手指消毒、「咳エチケット」の励行をお願いいたします。
◆ エントランス、ホワイエ、通路、トイレなどでは周囲の方との距離を1m以上空けて、密集を避けるよう
　 ご協力ください。

ときめき 4



東金文化会館プレイガイド ※公演によってプレイガイドは異なります。アルファベットにて参照してください。
※プレイガイドによって購入方法が異なりますのでご注意ください。

A 東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
B サンピア総合案内所 ☎ 0475-54-3511
C 多田屋サンピア店 2F ☎ 0475-52-5561

D アミリィ 1F 吉井クリーニング ☎ 0475-73-2178
E 晶光堂茂原アスモ店 ☎ 0475-23-8585
F 丸越楽器松尾店 ☎ 0479-82-6326

親子de オペラ鑑賞デビュー
「カルメン」 〜赤いバラ伝説〜

二期会BLOC千葉オリジナル版

14：00開演　小ホール
全席自由  大人 1,600円／子供 1,000円
※子供料金は小学生以下。３歳未満は保護者の膝上無料

〈チケットプレイガイド〉A ～ F
10月中旬頃発売開始

0歳から一緒に入場可能！ 
オペラ「カルメン」の前には
鑑賞マナー等、オペラの事
をわかりやすくお話します。
お子さまのオペラデビュー
にいかがでしょうか。

【出演】二期会 BLOC千葉

2
13

土
2021

14：00開演　小ホール
全席自由  一般 2,000円／高校生以下 1,000円

〈チケットプレイガイド〉A ～ F
11月7日（土）発売開始

迫力の演奏はもちろん、和
楽器紹介等わかりやすいレ
クチャーも有り。“ 東金囃
子”のルーツに触れるひと
とき。

江戸時代の歌謡曲 長唄コンサート
−日本の音色、その心−

〜ようこそ邦楽 Vol.1〜2
6

土
2021

今藤龍之右
（唄）

今藤龍市郎
（三味線）

梅屋貴音
（囃子方）

望月太左乃
（囃子方）

望月美沙輔
（囃子方）

岡安喜代蘭
（唄・司会）

松永鉄六
（三味線）

杵屋喜三助
（唄）

松永忠三郎
（三味線）

藤舎清穂
（囃子方）

11
22

日
第15回
かのんぷ♪すまいるコンサート

共催事業

14：00開演　小ホール　生配信・無観客ライブ

♪家族とあなたと
あなたの大切な人へ送る
メッセージ♪

【出演】
かのんぷ♪ 中村里衣・中村大介　他

新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、ステージより
生配信・無観客ライブを開催。参加方法など詳細は、
東金文化会館ホームページ（http://www.tobunspo.or.jp/）で、
ご案内します。

TO-BUN ワークショップ -pre open-
「珈琲の世界」

14：00 〜　展示室
参加費  大人 2,000円
11月28日（土）申込受付開始

コーヒーの味の違いを感じた
り、自分好みのコーヒーを見つ
けたり…。
コーヒーをより楽しむための
ワークショップを開催します。

1
24

日
2021

申込方法：東金文化会館ホームページの申込フォームから、
または所定の申込用紙を東金文化会館窓口へ
ご提出ください。
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山武市文化会館
お問い合わせは　山武市成東文化会館　　千葉県山武市殿台 290-1　　☎ 0475-82-5222　　　　

さんぶの森文化ホール　千葉県山武市埴谷 1904-5　☎ 0475-80-9700
　e-mail : n-bunka@city.sammu.lg.jp

http://www.city.sammu.lg.jp/page/dir000122.html

イベント情報

11
20

金
「ギター＆ピアノ デュオライブ

タテジマヨーコと！なかまたち」

サロンコンサート vol. 213

19:00開演
成東文化会館のぎくプラザ
全席自由  入場料1,000円　
チケット10月16日（金）発売予定

出演：タテジマヨーコ　ほか

自由なスピード、いろいろな形で自分にしか歌えないことを
詞にし、歌い続けているタテジマヨーコ（山武市出身）が、オ
リジナル曲や懐かしい日本の名曲をお届けします。

11
8

日 アマチュアバンドコンサート
in さんぶの森

12：00開演
さんぶの森文化ホール
全席自由  入場無料

毎年恒例のアマチュ
アバンドコンサート。
熱いライブをお楽し
みください。

第58回菊花展示会

9：00 〜16：00（最終日は15：30まで）
成東文化会館のぎくプラザ  前広場
入場無料

毎年の恒例となっている
山武市菊花展。
期間中は菊鉢・切り花の
販 売、抽選、プレゼント
企画などを行います。

11
3 ー8

日火 祝 音響ワークショップ
（初級編）

9:00 〜
さんぶの森文化ホール
入場無料　定員10名  ※事前申し込みが必要です

音 響 業 務 を 体 験して
みませんか。機材セッ
ティング、音響 機器操
作を体験していただけ
ます。イベント運営に
興味のある方、舞台業
務未経験の方、歓迎い
たします。

11
3

火 祝

11
15

日

「日本名作映画祭」
優秀映画鑑賞推進事業

第1部  10：00 〜「カルメン故郷に帰る」86分
12：00 〜「二十四の瞳」155分　

第2部  15：30 〜「野菊の如き君なりき」92分
17：30 〜「喜びも悲しみも幾年月」160分

成東文化会館のぎくプラザ
全席自由  入場料各部500円

優れた映画を鑑賞していただくとともに、映画保存への理解
を深めていただくことを目的に、文化庁と国立映画アーカイ
ブと連携・協力して行っています。

［主　　催］ 山武市成東文化会館／国立映画アーカイブ
［特別協力］ 文化庁／（社）日本映画製作者連盟／

全国興行生活衛生同業組合連合会
［企　　画］ シネフィルのぎく

「カルメン故郷に帰る」 「二十四の瞳」

「野菊の如き君なりき」 「喜びも悲しみも幾年月」
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山武市文化会館プレイガイド
東金文化会館 ☎ 0475-55-6211
道の駅「オライはすぬま」 ☎ 0475-80-5020

丸越楽器松尾店 ☎ 0479-82-6326
読売新聞 YC 成東 ☎ 0475-82-0606

ウェーブワン ☎ 0475-55-0289

さんぶの森文化ホールが会場の場合も、チケットの販売は成東文化会館のぎくプラザ窓口と各プレイガイドで行っております。
サロンコンサートのチケットはプレイガイドでは購入できませんのでご注意願います。

2
19

金
2021

19：00開演
成東文化会館のぎくプラザ
全席自由  入場料1,000円
チケット1月15日（金）発売予定

出演：北島佳乃子（ピアノ）
須川崇志（ベース）
藤井学（ドラム）

ビバップに傾倒した気鋭の
ピアニスト、若き北島佳乃子
が贈るスタンダードな夜！

「北島佳乃子トリオ
ジャズ・ナイト 2021！」

サロンコンサート vol. 216

1
15

金
2021

19：00開演
成東文化会館のぎくプラザ
全席自由  入場料1,000円
チケット12月18日（金）発売予定

出演：山田路子　ほか

日本の伝統楽器である横笛・篠笛・
能管を用い、古典の技術を学びな
がらオリジナルの世界を追求した
演奏をご堪能ください。

「山田路子新春横笛コンサート」
サロンコンサート vol. 215

1
24

日
2021

開演時間未定
成東文化会館のぎくプラザ
全席自由  入場料未定
チケット12月12日（土）発売予定

出演：未定

このコンサートシリーズでは、山武市に縁のある音楽家とと
もに地域の皆様に楽しんでいただけるコンサートをご提供し
ています。コンサートは2部制です。山武市にゆかりのある
アーティストともに、有意義なひとときをお過ごしください。

さんむのアーティスト
コンサートシリーズ vol.3

「フルートカルテット・
マジカルコンサート」

さんぶの森ふれあいコンサート vol.17

14:00開演
さんぶの森文化ホール
全席自由  入場無料

出演： 宗形彩、桑原友美、眞鍋朋子、神明弘奈（フルート）、
湯田聡子（ピアノ）

独奏から四重奏まで様々なスタイルでフルートの響き、その魅力をたっぷ
りお届けします。ご家族の皆さんでお気軽にお楽しみいただけるフルー
トコンサートです。 

宗形彩 桑原友美 眞鍋朋子 神明弘奈 湯田聡子

1
9

土
2021 12

18
金

（仮）「クリスマスコンサート」
サロンコンサート vol. 214

19:00開演
成東文化会館のぎくプラザ
全席自由  入場料1,000円　
チケット11月20日（金）発売予定

出演：未定

クリスマスの雰囲気たっぷりの
素敵なコンサートをお届けします。

プレゼント 6

プレゼント 6

プレゼント 6

1
16

土
2021

第1部 10：30開演
第2部 13：00開演
第3部 15：00開演
第4部 17：00開演  4部構成
成東文化会館のぎくプラザ
全席自由  入場無料

山武市周辺のアマチュア演奏
家たちによる発表会です。

第18回みんなのコンサート
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東金アリーナ関連のスポーツ案内

あすなろチャレンジ・アップクラブ（午前・午後クラス）、流れるヨガ教室、かんたんステップ体操教室（水曜クラス）、ダンベルエ
アロビクス教室、初めてのフラダンス教室、青竹体操教室、アリーナ元気塾、アクティブシニア塾、スポーツ吹矢教室（木曜・土曜
クラス）、触覚ボール・セルフケア教室、シニア卓球教室、初級エアロビクス教室（土曜クラス）、中級エアロビクス教室、バレエスト
レッチ体操教室、ヨガセラピー教室
申込・問い合わせ先：東金アリーナ  ☎0475-50-1715
ホームページ：http://www.togane-bunspo.or.jp/arena　Eメール：arena@togane-bunspo.or.jp
※各教室では、運動のできる服装・汗拭き用タオル・水分補給用飲み物等をご持参ください。　　
※募集は広報・東金アリーナHPなどでお知らせ致します。開催の途中でも定員に満たない場合は、参加可能です。
※上記、詳細について変更になる場合があります。
※新型コロナウイルス感染症対策を実施していますので、参加される方はご協力をお願いいたします。

■  東金アリーナ教室事業案内

太極拳教室、ノルディックウォーキング教室、健康ヨガ教室、ボディーケアセルフケア教室、50才からの空手教室、東金Jrフットサ
ル教室（火曜・木曜クラス）、エンジョイベースボール教室、ジュニア陸上教室
申込・問い合わせ先：東千葉スポーツクラブ  ☎080-3453-3398
ホームページ：http://www.hc-sports.org/
※詳細は、お問い合わせください。

■  東千葉スポーツクラブ教室事業案内（東金アリーナ共催事業）

いろいろなテーマで選んだ本を、中身のわからない「おたのしみ袋」「福袋」にして貸し出します。
どんな本が入っているかは開けてみてからのお楽しみです。普段手に取らないジャンルの本に出
会えるかもしれませんよ。

● 日　時　おたのしみ袋（児童向け）　12月19日（土）～ 27日（日）
福袋（大人向け）　令和3年1月5日（火）～ 11日（月・祝）

● 場　所　東金図書館
● 対　象　東金図書館利用登録者

本のおたのしみ袋・福袋
【問い合わせ】　東金図書館　☎0475-50-1190

成東・東金食虫植物群落  イベントのお知らせ
【問い合わせ】　山武市歴史民俗資料館　☎0475- 82-2842 (8:30 〜 17:15)

　国天然記念物指定百年を迎え、成東・東金食虫植物群落の歴史を紹介した企画展を開催しています。

● 日　時　第Ⅰ期　「指定前夜～戦前」   6月2日（火）～ 11月15日（日）
第Ⅱ期　「戦後～現在」   12月1日（火）～令和3年5月30日（日）

● 場　所　山武市歴史民俗資料館（開館時間  9: 00 ～ 16:30、休館日  月・年末年始）

食虫植物群落保存100年の道のり企画展

ときめき 8
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リカちゃんとラボ「親子で遊べる科学教室」

申込方法:リカちゃんとラボホームページ（http://www.rlabo.tobunspo.or.jp）の教室案内（右QRコードも可）
専用フォームから、またはFAX （0475-55- 6216）で①希望教室名②参加児童氏名③学校名④学年⑤電話番号を
明記の上ご応募下さい。受付は開催日の2 ヶ月前から、応募は各教室1人1回のみ。開催日の2週間前に抽選し参
加可能者にメール又は電話連絡します。親子（保護者）参加が原則です。止むを得ず教室を中止・変更する場合が
ありますのでご了承ください。
★「リカちゃんとラボ」は「理科、ちゃんと実験室」という意味の任意団体で事務所は東金こども科学館内です。

主催:リカちゃんとラボ（代表：久我）　協力:（公財）東金文化・スポーツ振興財団　後援:東金市、東金市教育委員会

【問い合わせ】　東金こども科学館内(東金市八坂台１丁目2107-3  東金文化会館 2階)
☎0475-55- 6211 ／ FAX 0475-55- 6216 ／ホームページ http://www.rlabo.tobunspo.or.jp/

開  催  日 教    室    名

10/31(土) 自然観察「県内の化石の観察や採集!」は都合により中止となりました。

11/21(土) 科学実験教室「電気を通すものはどれだ!」（夢化学実験隊）
【参加費】100円　【時間】13: 30　【定員】30名　【会場】東金文化会館第二会議室

11/28(土) 科学実験教室「卵をいろいろ調べよう!」（夢化学実験隊）
【参加費】100円　【時間】13: 30　【定員】30名　【会場】東金文化会館第二会議室

12/6(日) 科学実験教室「科学探偵  犯人はだれだ!」（夢化学実験隊）
【参加費】100円　【時間】13: 30　【定員】30名　【会場】東金文化会館第二会議室

12/19(土) 科学実験教室「ほかほかカイロを作ろう!」（夢化学実験隊）
【参加費】100円　【時間】13: 30　【定員】30名　【会場】東金文化会館第二会議室

1/23(土) 科学体験教室「みそ作りに挑戦!」（小川屋味噌店）
【参加費】1, 600円（2kg）　【時間】13: 30　【定員】20名　【会場】東金文化会館第二会議室

1/30(土) 科学実験教室「光るバッヂを作ろう!」茂串圭男氏（越谷北高校教諭）
【参加費】100円　【時間】13: 30　【定員】30名　【会場】東金文化会館第二会議室

2/20(土) 科学実験教室「電気パンを作ろう!」茂串圭男氏（越谷北高校教諭）
【参加費】100円　【時間】13: 30　【定員】30名　【会場】東金文化会館第二会議室

3/6(土) 科学実験教室「べに芋ホットケーキを作ろう!」（夢化学実験隊）
【参加費】100円　【時間】13: 30　【定員】30名　【会場】東金文化会館第二会議室

東金こども科学館  ご案内
【問い合わせ】　東金こども科学館(東金市八坂台１丁目2107-3  東金文化会館 2階)

☎0475-55- 6211 ／ FAX 0475-55- 6216 ／ホームページ http://www.tsc.tobunspo.or.jp

発電の仕組みが分かる≪クレーンゲーム≫ボールが取れると人形が踊るよ。遠くに離れていても二人でひそひそ話ができる≪トー
キングパラボラ≫。コマが回っているときに働く不思議な力が体験できる≪ジャイロの原理≫。フィギュアスケートの選手が一点
で回転するとき手足の位置で速くなったり遅くなったりするのを体験できる≪スピンポール≫。いろいろなソフトでゲームができ
る≪パソコンコーナー≫。メガネをかけると映像が飛び出して見える3D≪ハイビジョンコーナー≫。お絵かきソフトで絵を描いて
プリントできる≪お絵かきコーナー≫。遊びに来てね。

■  常設展示（月曜日休館 9: 00 ～ 16: 30） ※月曜日が祝日の場合翌々日（水曜日）が休館

大切にしていてもときに壊れてしまうおもちゃ。そんな愛着のあるおもちゃを修理します。修
理するのは5名のボランティアドクターの方々です。コロナ禍による休館（休院）があったこと
により、現在、退院まで大分お待たせしている状況です。原則無料です。部品代実費がかかる
場合もありますが、その際は事前にご連絡致します。尚、子どもが乗って遊ぶおもちゃやエアガ
ン等は安全上の観点から修理をお断りしております。

■  おもちゃの病院（毎月、第2、第4日曜日 13: 00 ～ 15: 30）

ボランティアドクター募集中！
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まい・舞・はやしフェスタ
　東金市の伝統芸能が一堂に会するイベント「まい・舞・はやしフェスタ」。本来であれば、今年開催される予定でしたが、新型コ
ロナウイルスの感染拡大防止のため、残念ながら中止となりました。
　そこで今回は、平成30年に開催した「まい・舞・はやしフェスタ'18」の様子を紹介します。少しでも「まい・舞」の雰囲気を感じ
てもらえたら幸いです！

　日吉神社連合祭典で演奏される「東金ばやし」
などお囃

は や し
子を伝承する団体です。「い若会」の由

来は、岩崎区の若者が集まって組織されたことか
ら。い若会独自の曲目「い若ばやし」等を演奏し
ます。

東金ばやし保存会　い若
わか

会
かい

プログラム No.1

　新宿区の保存会で、東
金ばやし・五

い そ せ
十瀬ばやし

等を演奏します。日吉神
社連合祭典や地元の五十
瀬神社祭礼等で演奏して

います。なお、日吉神社連合祭典では、日吉神社の神輿や9地区
の山

だ し
車・屋形が東金市内を練り歩きます。すべてが一ヶ所に揃う

瞬間は圧巻です。

新宿お囃子保存会
プログラム No.4

　家之子の獅子舞は、元
文元（1736）年から五穀
豊穣と家内安全を祈願す
るものとして盛んになり
ました。獅子頭を生き生

きと動かし、神楽の曲に合わせて舞うもので、年５回獅子舞を奉
納します。

家之子獅子連
郷土芸能保存会

プログラム No.5

　青と会は上宿区の保存会です。日
吉神社連合祭典や、地元上宿の火正
神社祭礼で「青とばやし」を演奏して
います。なお、「青と会」の名称は、上
宿の屋台に飾る提灯に、青色で「と」
と書かれていたことによるといわれて
います。

東金ばやし保存会　青と会
プログラム No. 3

　享保年間（1716 〜 1735）には行われていたと
伝わる鞨鼓舞を伝承する団体です。鞨鼓という太
鼓を腰につけた獅子が躍るのが鞨鼓舞です。疫
病や悪魔が入り込まないように、刀で四方を切っ
て追い払う「辻切りの舞」等を踊ります。

幸
こう

田
だ

羯
かっ

鼓
こ

舞
まい

保存会
プログラム No. 2

　明治時代から昭和初期まで、「師匠村」と呼ば
れるほど有名な獅子舞、「関下獅子舞」がありまし
たが、時代の流れの中で忘れられてしまいました。
関下囃子は、「関下獅子舞」を復活させるため、お
囃子の演奏中心に活動している団体です。

関下囃子
プログラム No.6

　東谷会は谷
やつ

区
く

の保存会で、「東金」の「谷区」か
ら一文字ずつ取って「東谷会」という名前です。日
吉神社連合祭典の際に谷区屋形の上で演奏して
います。なお、この時は曲目紹介を男の子が行っ
ていました。

東金ばやし保存会（東
とう

谷
や

会
かい

）
プログラム No.7

　北之幸谷区稲荷神社の氏子に伝
承された二人立ちの獅子舞です。北
之幸谷獅子連は、北之幸谷区の中に
あった3集落の獅子舞が統合されて
誕生しました。演目の中でも「梯子
のぼり」は、獅子が長さ10メートルの
はしごに登る勇壮な舞です。

北
之
幸
谷
獅
子
連

プ
ロ
グ
ラ
ム 

No.
８

ときめき 10



　
今
年
に
入
り
中
国
武
漢
で
発
生
し
た
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
日
本
中
を
そ
し
て
世
界
中
の

人
々
に
蔓
延
し
、い
ま
だ
収
束
し
な
い
ま
ま
時
間

が
過
ぎ
て
い
ま
す
。
見
え
な
い
だ
け
、黒
い
闇
の

よ
う
な
物
が
待
ち
伏
せ
し
て
い
る
よ
う
な
不
安

を
感
じ
ま
す
。
立
ち
止
ま
る
時
間
が
多
く
な
り
、

日
常
の
心
の
あ
り
よ
う
を
考
え
な
が
ら
、庭
に
咲

く
花
を
眺
め
て
い
る
と
日
本
人
が
持
っ
て
い
る

「
惻そ

く
い
ん
の
こ
こ
ろ

隠
之
心
」（
他
人
を
思
い
や
っ
た
り
、同
情
す

る
心
）の
大
切
さ
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
ま
す
。

　
今
回
紹
介
す
る
作
品
は
両
親
の
別
れ
か
ら
く

る
、子
供
の
傷
つ
い
た
心
の
苦
し
さ
を
丁
寧
に
表

現
し
た
詩
作
品
で
す
。
大
人
が
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
子
供
へ
の「
惻
隠
之
心
」の
大
切
さ
を

子
供
側
か
ら
吐
露
さ
れ
て
い
ま
す
。
親
同
士
の

別
れ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
理
由
が
あ
り
ま
し
ょ
う

が
、子
供
に
と
っ
て
は
安
ら
ぎ
ま
せ
ん
。
そ
の
苦

し
さ
を
隠
し
大
人
に
見
せ
な
い
よ
う
に
す
る
の

で
す
。
そ
れ
だ
け
子
供
の
悲
し
み
は
深
い
こ
と

が
伺
わ
れ
ま
す
。

　
一
連
目
は
両
親
の
離
婚
の
話
し
合
い
の
場
面

で
当
時
七
歳
の
作
者
は
執
拗
に
泣
く
こ
と
で
し

か
抗
議
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し

か
も
両
親
の
離
婚
は
修
正
が
不
可
能
な
こ
と
を

「
誰
ひ
と
り
こ
ち
ら
を
振
り
向
き
も
し
な
い
」と

母
と
の
別
れ
が
避
け
ら
れ
な
い
こ
と
を
暗
示
し

て
い
ま
す
。

　
二
連
の
囲
炉
裏
と
は
今
は
見
か
け
な
い
も
の

で
す
が
、囲
炉
裏
は
煮
炊
き
を
し
た
り
、家
族
が

集
ま
り
暖
を
取
っ
た
場
所
で
す
。
そ
こ
で
両
親

の
別
れ
話
の
結
論
を
大
人
た
ち
は
出
そ
う
と
し

て
い
る
の
で
し
ょ
う
。「
わ
た
し
に
と
っ
て
は
ど

う
で
も
い
い
話
の
よ
う
だ
っ
た
」か
ら
会
話
の
内

容
が
作
者
へ
の
思
い
や
り
が
皆
無
な
こ
と
が
伺

ポエムの窓 解説・高安ミツ子
A window of a poem

夜
に
な
っ
て
か
ら
親
戚
の
家
に
連
れ
て
い
か
れ
た
わ
た
し

部
屋
の
隅
の
暗
が
り
に
う
ず
く
ま
っ
て

エ
ッ
エ
ッ
と
し
ゃ
く
り
あ
げ
て
泣
い
た

い
つ
ま
で
も
執
拗
に
続
く
泣
き
声
が

大
人
た
ち
の
耳
に
届
か
な
い
は
ず
は
な
い
の
に

誰
ひ
と
り
こ
ち
ら
を
振
り
向
き
も
し
な
い

囲
炉
裏
を
取
り
囲
ん
だ
ひ
と
た
ち
は

父
と
母
の
別
れ
話
の
調
停
を
し
て
い
た

わ
た
し
に
は
ど
う
で
も
い
い
話
の
よ
う
だ
っ
た

わ
た
し
は
の
ど
が
渇
い
て
い
た

そ
れ
を
誰
も
わ
か
っ
て
く
れ
な
い
こ
と
に
苛
立
ち

仰
向
け
に
さ
れ
た
せ
み
が
も
が
く
よ
う
に

何
時
ま
で
も
焦
れ
て
い
た

そ
の
夜
か
ら
母
は
い
な
く
な
っ
た

わ
た
し
は
幼
す
ぎ
て

待
つ
こ
と
も
悲
し
む
こ
と
も
知
ら
な
か
っ
た

帰
り
道
　
誰
と
一
緒
に
夜
道
を
歩
い
た
の
だ
ろ
う
か

家
に
駆
け
込
む
な
り
　
上
が
り
框
の
前
に
立
っ
た
ま
ま

ア
ル
ミ
の
急
須
の
口
か
ら
直
に
冷
え
た
茶
を
飲
み

小
さ
な
お
く
び
を
漏
ら
し
た
わ
た
し
は

声
を
た
て
て
笑
っ
た

　
詩
集
「
浄じ

ょ
う
は
り

玻
璃
の
鏡
」
よ
り

わ
れ
ま
す
。　
　
　
　

　
三
連
で
は
作
者
は
二
連
を
受
け
て
、両
親
の
離

婚
で
失
う
作
者
の
心
の
渇
き
を
誰
も
わ
か
っ
て

く
れ
な
い
切
な
さ
に
、も
が
い
て
い
ま
す
。
言
葉

に
な
ら
な
い
悲
し
さ
は
、や
が
て
、身
の
心
も
苦

し
く
な
っ
て
い
き
ま
す
。
四
連
で
は
幼
す
ぎ
て

と
い
う
言
葉
で
、去
っ
て
し
ま
っ
た
母
親
を
乞
う

る
こ
と
を
忘
れ
よ
う
と
自
ら
の
寂
し
さ
を
包
ん

で
い
ま
す
。
し
か
し
、終
連
で
は
、す
さ
ま
じ
い

雄
叫
び
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

　
ア
ル
ミ
の
急
須
の
口
か
ら
直
に
冷
え
た
茶
を

飲
み
／
小
さ
な
お
く
び
を
漏
ら
し
た
わ
た
し
は

／
声
を
た
て
て
笑
っ
た

　
別
れ
の
悲
し
み
を
荒
っ
ぽ
く
受
け
止
め
よ
う

と
行
動
を
起
こ
し
ま
す
。
立
っ
た
ま
ま
、急
須
の

口
か
ら
直
に
茶
を
飲
み
ま
す
。
母
の
い
な
い
冷

め
た
茶
を
、一
気
に
飲
む
こ
と
で
心
と
体
を
水
浸

し
に
し
て
、泣
き
た
い
衝
動
を
抑
え
て
い
ま
す
。

渇
き
を
い
や
す
た
め
に
飲
ん
だ
は
ず
な
の
に
、お

く
び
（
げ
っ
ぷ
）が
出
ま
す
。
作
者
は
「
声
を
た

て
て
笑
っ
た
」と
記
し
て
い
ま
す
。
慟ど

う
哭こ

く
と
怒
り

と
む
な
し
い
現
実
の
中
で
す
ら
物
理
的
に
出
る
、

「
げ
っ
ぷ
」に
少
女
が
抑
え
て
い
た
感
情
は
堰
を

切
っ
て
あ
ふ
れ
出
し
ま
す
。
絶
望
と
「
げ
っ
ぷ
」

の
落
差
に
仁
王
立
ち
し
て
笑
う
姿
は
声
を
あ
げ

て
泣
く
姿
よ
り
も
切
な
く
胸
に
深
く
迫
っ
て
き

ま
す
。
そ
の
姿
は
大
人
へ
の
挑
戦
の
よ
う
に
す

ら
思
え
る
の
で
す
。

　
肌
勢
と
み
子
さ
ん
は
宮
崎
県
出
身
の
詩
人
で

現
在
八
王
子
市
に
在
住
さ
れ
て
い
ま
す
。「
日
本

ペ
ン
ク
ラ
ブ
」「
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
」の
会
員
で

詩
誌
「
漪い

」同
人
で
す
。
著
書
に
は
詩
集
「
そ
ぞ

ろ
心
」他
七
冊
の
詩
集
を
出
版
さ
れ
て
い
ま
す
。

渇
き

肌
勢
と
み
子
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会
の
主
催
は
「
ま
ち
の
駅
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
う

が
ね
」。
平
成
27
年
、八
鶴
湖
の
生
き
物
環
境
の

豊
か
さ
を
、日
常
的
に
行
う
観
察
会
の
中
か
ら
参

加
者
の
手
で
『
生
き
物
図
鑑
』を
作
る
と
い
う
協

働
事
業
を
提
案
し
、採
択
さ
れ
た
と
こ
ろ
か
ら
始

ま
り
ま
し
た
。
以
来
、毎
月
休
ま
ず
季
節
ご
と
の

生
き
物
の
姿
を
観
察
し
て
い
ま
す
（
Ａ
５
版
フ
ル

カ
ラ
ー
52
頁
の
「
八
鶴
湖
ミ
ニ
図
鑑
」も
完
成
し

ま
し
た
）。
毎
回
気
温
や
水
温
、湖
水
の
透
し
度

な
ど
を
記
録
し
、ト
ラ
ッ
プ
を
仕
掛
け
て
水
中
の

生
き
物
を
観
察
し
た
り
し
ま
す
。
こ
う
し
た
観
察

を
雨
の
日
も
行
い
ま
す
。

　

参
加
者
は
親
子
連
れ
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
さ
ま

ざ
ま
。
参
加
無
料
で
、欠
席
早
退
は
自
由
。
毎
回

20
～
30
人
程
度
の
参
加
者
が
集
ま
り
、み
ん
な
で

会
話
を
楽
し
み
な
が
ら
湖
畔
を
歩
き
ま
す
。
最
初

の
こ
ろ
は
当
時
、東
金
高
校
の
生
物
の
先
生
だ
っ

た
細
川
先
生
の
ガ
イ
ド
の
も
と
で
観
察
会
を
開
い

て
い
ま
し
た
が
、や
が
て
参
加
者
の
中
に
昆
虫
博

士
や
草
花
博
士
が
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
に
教
え
合
い

を
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

一
宮
か
ら
バ
イ
ク
で
や
っ
て
く
る
人
、八
街
か

ら
電
車
を
乗
り
継
い
で
や
っ
て
く
る
人
、東
京
と

大
網
の
二
地
域
居
住
で
観
察
会
に
合
わ
せ
て
大
網

の
住
ま
い
へ
来
て
い
る
と
い
う
人
も
い
ま
す
。

「
今
日
は
あ
の
人
来
て
な
い
ね
」

「
あ
れ
ぇ
、久
し
ぶ
り
だ
ね
」

　

毎
月
決
ま
っ
て
開
催
し
て
い
る
の
で
、だ
ん
だ

ん
お
互
い
の
こ
と
も
知
る
よ
う
に
な
り
、時
に
は

観
察
そ
っ
ち
の
け
で
お
喋
り
を
す
る
こ
と
も
。
５

年
も
続
け
て
い
る
と
参
加
者
の
小
学
生
が
ど
ん
ど

ん
成
長
し
て
い
く
の
が
見
ら
れ
る
の
も
嬉
し
い
も

の
で
す
。

　

観
察
し
た
動
植
物
や
活
動
の
様
子
は
、毎
回
写

真
に
収
め
て
い
ま
す
。
城
西
国
際
大
学
の
先
生
や

留
学
生
が
一
緒
に
記
録
映
像
を
撮
影
し
た
り
、中

に
は
プ
ロ
仕
様
の
立
派
な
カ
メ
ラ
機
材
を
持
っ
て

く
る
人
も
い
ま
す
。
滅
多
に
出
会
え
な
い
珍
し
い

生
き
物
や
、ふ
だ
ん
車
で
通
過
す
る
だ
け
だ
と
な

か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
生
き
物
の
姿
を
と

ら
え
た
写
真
も
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
一
部
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
発
信
し
よ
う

と
、平
成
30
年
に
は
「
東
金
駅
前
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
・
サ
ン
ピ
ア
」に
あ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
写
真
展
を
手
作
り
で
催
し
た
り
、昨
年
は
カ
レ

ン
ダ
ー
を
作
っ
て
配
布
し
た
り
し
ま
し
た
。

　

八
鶴
湖
は
、桜
の
シ
ー
ズ
ン
は
と
て
も
多
く
の

花
見
客
で
賑
わ
い
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の
シ
ー
ズ

ン
は
本
当
に
静
か
な
公
園
で
す
。
平
日
は
高
校
の

部
活
動
の
練
習
な
ど
か
ら
漏
れ
聞
こ
え
る
掛
け

声
や
、楽
器
の
音
が
聞
こ
え
た
り
し
ま
す
が
、週

末
の
午
前
中
と
も
な
る
と
、犬
を
連
れ
て
遊
歩
道

を
散
歩
す
る
人
、黙
々
と
ジ
ョ
ギ
ン
グ
を
し
て
い

る
人
く
ら
い
し
か
い
ま
せ
ん
。
今
年
は
特
に
コ
ロ

ナ
禍
で
「
桜
ま
つ
り
」も
な
く
、湖
畔
で
の
催
し

が
な
い
た
め
、と
て
も
静
か
で
す
。
そ
ん
な
中
に

あ
っ
て
も
、生
き
物
観
察
会
だ
け
は
、マ
ス
ク
着

用
、適
度
な
距
離
に
注
意
し
な
が
ら
休
む
こ
と
な

く
実
施
し
て
い
ま
し
た
。

　

昨
年
の
台
風
で
傾
い
て
し
ま
っ
た
梅
の
木
も
、

春
に
な
る
と
健
気
に
花
を
咲
か
せ
て
い
た
り
、今

年
は
ト
ラ
ッ
プ
に
テ
ナ
ガ
エ
ビ
が
か
か
る
な
と

思
っ
た
ら
、そ
う
言
え
ば
ザ
リ
ガ
ニ
の
姿
を
見
な

い
な
と
か
、毎
月
欠
か
さ
ず
継
続
し
て
観
察
し
て

い
る
か
ら
わ
か
る
八
鶴
湖
の
表
情
を
、膨
大
な
写

真
記
録
と
と
も
に
語
り
継
い
で
い
ま
す
。

（
文
責
：
宮
原
政
志
）

始
ま
り
は
市
民
提
案
型
協
働
事
業

毎
月
一
回
近
況
報
告
、
交
流
の
場
に

膨
大
な
資
料
、
写
真
展
も

八鶴湖の自然 を見つめて

毎月第１土曜日に、八鶴湖畔で自然観察会をしているグループがあります。１周800ｍの八鶴湖を
ゆーっくり、約２時間かけて散策して歩くだけの会なのですが、この「定点観測」は毎月欠かさず実施し
て60回目、５周年を迎えています。

〉〉〉〉活動の一部はFacebookページでも紹介しています。活動の一部はFacebookページでも紹介しています。

八鶴湖ミニ図鑑八鶴湖ミニ図鑑

写真展の様子写真展の様子カレンダーカレンダー観察会5周年を記念して、市内の観察会5周年を記念して、市内の
老舗割烹 会席亭かくじゅうの1階老舗割烹 会席亭かくじゅうの1階
店内を借りて「八鶴湖の生き物」店内を借りて「八鶴湖の生き物」
写真展を開催しました写真展を開催しました

https://www.facebook.com/hakkakukozukanhttps://www.facebook.com/hakkakukozukan

最新NEWS!

ときめき13



芸
術
の
秋
で
す
。
で
も
、こ
の
ご
時
世
で
は
美
術
館
に

足
を
運
ぶ
の
は
な
か
な
か
む
ず
か
し
い
で
す
か
ら
、

絵
本
の
中
で
美
術
に
親
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　
本
格
的
に
絵
画
を
楽
し
み
た
い
方
に
一
番
お
勧
め
し
た
い

の
は
こ
れ
、「
お
は
な
し
名
画
シ
リ
ー
ズ
」で
す
。
こ
こ
で
紹

介
す
る
『
ア
ン
リ
・
ル
ソ
ー
と
シ
ャ
ガ
ー
ル
』、『
マ
ネ
と
モ

ネ
』、『
葛
飾
北
斎
』の
ほ
か
に
も
、ゴ
ッ
ホ
、ピ
カ
ソ
、ル
ノ
ワ
ー

ル
な
ど
、有
名
ど
こ
ろ
の
画
家
が
網
羅
さ
れ
て
い
ま
す
。
絵
本

だ
か
ら
と
侮
る
な
か
れ
。
図
版
は
良
質
で
す
し
、画
家
の
生
涯

が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
て
、そ
の
生
き
方
と
と
も
に
絵
を

鑑
賞
で
き
、見
ご
た
え
も
読
み
ご
た
え
も
満
点
。
静
か
に
ゆ
っ

く
り
と
楽
し
み
た
い
絵
本
で
す
。

　
も
う
す
こ
し
小
さ
い
人
た
ち
に
は
、「
ケ
イ
テ
ィ
の
ふ
し
ぎ
美

術
館
」の
シ
リ
ー
ズ
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

い
っ
し
ょ
に
美
術
館
に
出
か
け
た
ケ
イ
テ
ィ
が
、レ
オ
ナ
ル
ド
・

ダ
・
ビ
ン
チ
や
ゴ
ッ
ホ
、モ
ネ
と
い
っ
た
画
家
た
ち
が
描
い
た

絵
の
な
か
で
、冒
険
を
す
る
お
話
。
こ
れ
を
読
め
ば
、美
術
館

に
行
っ
て
み
た
く
な
る
こ
と
間
違
い
な
し
で
す
。
番
外
編
に
は

『
ケ
イ
テ
ィ
と
き
ょ
う
り
ゅ
う
博
物
館
』と
い
う
博
物
館
を
舞
台

に
し
た
お
話
も
あ
っ
て
、こ
っ
ち
も
わ
く
わ
く
し
ま
す
よ
。

　
さ
て
、美
術
館
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
な
の
で
し
ょ
う
。
絵
画

以
上
に
そ
ち
ら
に
興
味
が
あ
る
人
も
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
そ
ん
な
人
た
ち
に
は
、「
た
く
さ
ん
の
ふ
し
ぎ
」に
入
っ

て
い
る
『
美
術
館
に
も
ぐ
り
こ
め
！
』が
最
適
で
す
。
三
人
の

ど
ろ
ぼ
う
が
高
価
な
絵
を
ぬ
す
み
だ
そ
う
と
美
術
館
に
も
ぐ

り
こ
む
、と
い
う
設
定
で
、美
術
館
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
や
、学

芸
員
を
は
じ
め
そ
こ
で
働
く
人
た
ち
の
様
子
が
説
明
し
て
あ

り
、美
術
品
が
展
示
さ
れ
る
ま
で
の
仕
組
み
が
よ
く
わ
か
り
ま

す
。
も
ち
ろ
ん
警
備
の
こ
と
も
。
ど
ろ
ぼ
う
た
ち
は
ず
っ
と

監
視
カ
メ
ラ
で
動
き
を
追
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
て
、負
け

を
認
め
、美
術
を
鑑
賞
す
る
側
に
ま
わ
る
の
で
す
。

　
同
じ
く
「
美
術
館
に
も
ぐ
り
こ
む
」と
い
う
設
定
の
物
語
も

あ
り
ま
す
。『
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
の
秘
密
』で
す
。
こ
ち
ら
は
大

き
い
人
た
ち
に
お
勧
め
。

　
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
は
家
出
を
し
よ
う
と
注
意
深
く
計
画
を
立

て
、弟
の
う
ち
で
一
番
お
金
を
た
め
て
い
る
ジ
ェ
イ
ミ
ー
を
さ

そ
っ
て
実
行
に
移
し
ま
す
。
行
き
先
は
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術

館
。
ま
ず
入
館
者
と
し
て
美
術
館
に
入
り
、展
示
を
見
て
ま
わ

る
ふ
り
を
し
て
夜
泊
ま
る
場
所
を
探
し
、夕
方
い
っ
た
ん
退
館

し
て
、裏
の
入
り
口
か
ら
も
う
一
度
館
内
に
入
る
と
い
う
計
画

で
す
。
そ
の
後
荷
物
を
か
く
し
、ト
イ
レ
に
か
く
れ
て
夜
に
な

る
の
を
待
つ
の
で
す
。
計
画
は
う
ま
く
い
き
、二
人
は
そ
れ
か

ら
一
週
間
（
！
）も
美
術
館
に
か
く
れ
住
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ク
ロ
ー
デ
ィ
ア
は
、せ
っ
か
く
美
術
館
に
い
る
の
だ
か
ら
、

勉
強
し
た
り
研
究
し
た
り
し
な
く
て
は
と
考
え
、社
会
科
見
学

で
訪
れ
た
同
世
代
の
子
ど
も
た
ち
に
紛
れ
込
ん
だ
り
し
な
が

ら
、美
術
品
を
見
て
ま
わ
り
ま
す
。
そ
ん
な
な
か
出
会
っ
た
の

が
、美
術
館
が
呼
び
物
と
し
て
展
示
し
た
「
天
使
の
像
」で
す
。

こ
れ
は
本
当
に
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
が
作
っ
た
も
の
な
の
か
。

二
人
は
そ
の
謎
に
い
ど
む
こ
と
に
し
ま
す
。
そ
し
て
…
…
。

　
ミ
ケ
ラ
ン
ジ
ェ
ロ
の
謎
と
二
人
の
家
出
の
行
く
末
は
、読
ん

で
か
ら
の
お
楽
し
み
で
す
。
自
我
が
芽
生
え
は
じ
め
、大
人
で

も
な
い
子
ど
も
で
も
な
い
自
分
に
い
ら
立
ち
、揺
れ
動
く
ク

ロ
ー
デ
ィ
ア
と
、ま
る
っ
き
り
子
ど
も
で
、で
も
現
実
的
な
弟

の
ジ
ェ
イ
ミ
ー
。
二
人
の
や
り
取
り
が
姉

き
ょ
う
だ
い弟あ

る
あ
る
で
お

も
し
ろ
く
、ま
た
広
い
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
美
術
館
の
な
か
で
ど

う
や
っ
て
暮
ら
し
て
い
く
の
か
に
わ
く
わ
く
し
ま
す
。
美
術

館
内
部
の
細
か
な
と
こ
ろ
ま
で
て
い
ね
い
に
描
か
れ
て
い
て

興
味
が
つ
き
な
い
一
冊
で
す
。

　
こ
れ
を
書
き
な
が
ら
、ま
た
美
術
館
に
足
を
運
び
た
く
な
り

ま
し
た
。
は
や
く
余
計
な
心
配
を
す
る
こ
と
な
く
、芸
術
を
こ

の
目
で
ゆ
っ
く
り
鑑
賞
で
き
る
日
が
く
る
こ
と
を
祈
り
ま
す
。
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たんぽぽ文庫

67

ここで紹介する本は、たんぽぽ
文庫や東金図書館で借りられ
ます。たんぽぽ文庫は現在休
館中ですが、連絡を頂ければ対
応できます。
☎0475-52-1983 佐藤

丸山公園スーパー

↑ときがね湖
　方面

コンビニ

桜
ヶ
池

たんぽぽ文庫

子どもの本箱

「おはなし名画シリーズ」  博雅堂出版

 （「アンリ・ルソーとシャガール」「マネとモネ」「葛飾北斎」）

「クローディアの秘密」
E・L・カニグズバーグ作　岩波書店

「美術館にもぐりこめ！」
さがらあつこ文
さげさかのりこ絵
福音館書店

「ケイティのふしぎ美術館シリーズ」
ジェイムズ・メイヒュー作　サイエンティスト社

 （「ケイティとモナリザのひみつ」
「ケイティときょうりゅう博物館」）
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【
東
金
市
西
福
俵　
Ｆ
さ
ん
】

　
感
性
は
多
少
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
思
う
が
、誰

か
に
こ
れ
が
綺
麗
と
決
め
ら
れ
る
と
そ
う
思
っ
て

し
ま
う
自
分
が
い
る
。
愛
し
て
い
る
と
言
わ
れ
た

ら
好
き
に
な
っ
て
い
く
自
分
が
い
る
。「
綺
麗
っ
て

何
」は
日
々
の
不
思
議
だ
と
思
う
。

【
千
葉
市　
Ｎ
さ
ん
】

　
短
編
だ
け
れ
ど
奥
が
深
い
内
容
だ
な
と
…
い
い

物
と
い
う
目
で
見
れ
ば
そ
う
見
え
る
し
、け
れ
ど
い

い
物
と
見
て
も
ら
え
る
過
程
が
あ
っ
た
の
だ
と
す

れ
ば
、あ
な
が
ち
間
違
っ
て
い
な
い
な
ど
な
ど
…
。

【
山
武
市　
Ｔ
さ
ん
】

　
と
き
め
き
リ
ー
フ
ノ
ベ
ル
の
大
フ
ァ
ン
で
す
。

【
成
田
市　
Ｔ
さ
ん
】

　
「
綺
麗
っ
て
何
」が
、考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
で
し

た
。

【
市
原
市　
Ｎ
さ
ん
】

　
意
地
悪
な
神
様
の
言
葉
で
す
が
、奥
の
深
い
考
え

さ
せ
ら
れ
る
言
葉
で
す
ね
。
バ
イ
ア
ス
の
か
か
っ
た

目
で
見
る
と
真
実
は
歪
ん
で
し
ま
い
、本
質
を
見
失

う
…
芸
術
以
外
の
全
て
に
通
じ
る
と
思
い
ま
し
た
。

【
横
芝
光
町　
Ｏ
さ
ん
】

　
こ
の
地
域
の
歴
史
と
文
化
を
紐
解
く
お
も
し
ろ

い
記
事
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
上
総
木
綿
は
知
ら

な
か
っ
た
で
す
。

【
千
葉
市　
Ａ
さ
ん
】

　
東
金
高
校
が
母
校
な
の
で
、よ
く
東
金
に
買
い
物

に
行
き
ま
す
。
上
総
木
綿
の
記
事
、興
味
深
く
拝
見

い
た
し
ま
し
た
。

【
東
金
市
道
庭　
Ｔ
さ
ん
】

　
上
総
木
綿
の
内
容
で
地
元
の
再
発
見
が
で
き
た
。

今
後
も
地
元
を
よ
り
よ
く
知
る
こ
と
の
出
来
る
記

事
を
頼
み
ま
す
。

【
東
金
市
大
豆
谷　
Ｓ
さ
ん
】

　
東
金
の
特
産
品
で
あ
る
上
総
木
綿
、田
間
の
あ
ぶ

で
ん
、東
金
の
歴
史
を
伝
え
る
木
綿
の
袢
纏
（
は
ん

て
ん
）、こ
れ
ら
を
再
生
し
て
く
だ
さ
れ
ば
、是
非
着

て
み
た
い
で
す
。

【
旭
市　
Ｓ
さ
ん
】

　
大
矢
織
物
さ
ん
の
工
場
を
見
学
で
き
る
な
ら
是

非
と
も
伺
い
た
い
で
す
。

【
大
網
白
里
市　
Ｓ
さ
ん
】

　
大
矢
織
物
さ
ん
が
、コ
ロ
ナ
対
応
の
銅
製
繊
維
入

り
の
マ
ス
ク
を
試
作
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
頑

張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

【
東
金
市
求
名　
Ｎ
さ
ん
】

　
表
紙
が
夏
ら
し
く
目
立
ち
ま
し
た
。「
上
総
木
綿

を
ご
存
知
で
す
か
？
」は
、特
産
品
か
ら
こ
の
地
の

歴
史
を
言
及
し
て
お
り
、興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

【
東
金
市
粟
生
飛
地　
Ｎ
さ
ん
】

　
子
ど
も
の
本
箱
に
載
っ
て
い
る
本
は
面
白
そ
う

で
す
ね
。
時
間
が
あ
っ
た
ら
読
ん
で
み
た
い
で
す
。

【
東
金
市
日
吉
台　
Ｙ
さ
ん
】

　
い
つ
も
拝
読
し
て
い
ま
す
。
特
に
『
子
ど
も
の

本
箱
』の
内
容
を
毎
回
孫
に
紹
介
し
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
佐
倉
市　
Ｈ
さ
ん
】

　
リ
カ
ち
ゃ
ん
と
ラ
ボ
の
科
学
教
室
が
面
白
く
て
、

い
つ
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
ま
た
行
き
た
い

で
す
。

【
九
十
九
里
町　
Ｏ
さ
ん
】

　
近
場
で
の
イ
ベ
ン
ト
を
い
つ
も
楽
し
み
に
し
て

い
ま
し
た
が
残
念
な
が
ら
中
止
ば
か
り
。
私
自
身
、

コ
ロ
ナ
禍
で
き
ち
ん
と
自
粛
し
、家
事
を
し
、家
族

へ
の
協
力
…
。
緊
急
事
態
宣
言
解
除
後
も
強
い
意

識
と
冷
静
な
判
断
を
持
ち
行
動
し
て
い
ま
す
。

【
東
金
市
広
瀬　
Ｓ
さ
ん
】

　
城
西
国
際
大
学
の
生
涯
学
習
に
参
加
し
た
い
気

持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

▼
城
西
国
際
大
学
に
は
、趣
味
・
教
養
・
語
学
な

ど
の
様
々
な
講
座
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、今
年
は

中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、城
西
国
際
大
学
と
東
金

市
が
連
携
し
て
開
催
し
て
い
る
公
開
講
座
（
教
養

講
座
、パ
ソ
コ
ン
講
座
）も
あ
り
ま
す
の
で
、ご
利

用
く
だ
さ
い
。

【
柏
市　
Ｋ
さ
ん
】

　
東
金
中
央
公
園
に
今
度
行
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

【
東
金
市
西
福
俵　
Ｙ
さ
ん
】

　
読
者
の
ひ
ろ
ば
を
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
同

じ
東
金
市
に
住
む
人
の
意
見
は
面
白
い
で
す
。

▼
面
白
い
意
見
も
多
く
て
、私
た
ち
編
集
部
も
楽
し

く
読
ま
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
全
部
を
紹
介
で
き

な
い
の
が
残
念
で
す
。

【
千
葉
市　
Ｋ
さ
ん
】

　
観
光
の
途
中
で
み
の
り
の
郷
に
寄
り
、本
誌
を
知

り
ま
し
た
。
東
金
に
も
魅
力
的
な
も
の
が
た
く
さ

ん
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
で
大
変
で

す
が
、ま
た
遊
び
に
来
よ
う
と
思
い
ま
す
。

【
東
金
市
菱
沼　
Ｉ
さ
ん
】

　
東
金
文
化
会
館
の
映
画
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま

し
た
が
、コ
ロ
ナ
で
中
止
に
な
り
残
念
で
す
。
イ
ベ

ン
ト
情
報
は
大
変
助
か
り
ま
す
。

▼
徐
々
に
イ
ベ
ン
ト
が
再
開
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

映
画
は
多
く
の
方
が
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
て
、読
者

プ
レ
ゼ
ン
ト
に
掲
載
す
る
と
、い
つ
も
た
く
さ
ん
の

ご
応
募
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

【
東
金
市
宮　
Ｓ
さ
ん
】

　
東
金
文
化
会
館
や
さ
ん
ぶ
の
森
文
化
ホ
ー
ル
で

の
イ
ベ
ン
ト
が
分
か
る
の
で
参
考
に
し
て
お
り
ま

す
。

【
大
網
白
里
市　
Ｉ
さ
ん
】

　

と
き
め
き
の
表
紙
に
は
感
動
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
の
顔
は
、み
ん
な
が
違
っ
た
表
情
で
よ
か
っ

た
で
す
。

▼
ク
リ
ー
ム
ソ
ー
ダ
と
海
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
表
紙

が
、真
夏
の
暑
さ
を
少
し
で
も
和
ら
げ
る
こ
と
が
で

き
た
と
し
た
ら
幸
い
で
す
。
今
回
の
ぶ
ど
う
狩
り

の
表
紙
は
い
か
が
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

【
東
金
市
田
間　
Ｍ
さ
ん
】

　
カ
ラ
ー
刷
り
が
き
れ
い
で
内
容
も
気
楽
に
読
め

て
良
い
で
す
。
長
く
続
い
て
92
号
!! 

素
晴
ら
し
い

で
す
。
こ
の
情
報
で
行
っ
て
見
た
り
、確
認
し
た

り
、購
入
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

【
山
武
市　
Ｆ
さ
ん
】

　
「
と
き
め
き
」は
こ
こ
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。（
３

ペ
ー
ジ
参
照
）の
欄
に
成
東
駅
が
記
載
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。
き
っ
と
東
金
駅
に
も
置
い
て
あ
る
の
で
す

よ
ね
？
駅
は
重
要
な
の
で
記
載
す
べ
き
だ
と
思
い

ま
す
。

▼
と
て
も
参
考
に
な
る
ご
意
見
を
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
東
金
駅
、大
網
駅
、成
東
駅
に
「
と

き
め
き
」は
置
い
て
あ
り
ま
す
の
で
、さ
っ
そ
く
今

号
よ
り
駅
名
を
記
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

駅
は
「
と
き
め
き
」が
無
く
な
る
の
が
早
い
の
で
、

今
回
よ
り
配
置
す
る
冊
数
を
増
や
し
て
対
応
い
た

し
ま
す
。

【
山
武
市　
Ａ
さ
ん
】

　
表
紙
の
絵
と
色
の
か
わ
い
ら
し
さ
に
ひ
か
れ
、手
に

取
り
ま
し
た
。
情
報
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
ね
。
上

総
木
綿
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、興
味
深
か
っ
た
で
す
。

　皆さんは美術館や博物館で、展示作品のポス
トカードを買ったことはあるでしょうか？私は美
術館巡りが趣味で、展覧会ごとに気に入った作
品のカードをつい何枚も買ってしまい、保存用
の箱いっぱいに詰めこんでいます。そんな折、
ツイッターやインスタグラムといったSNSで目
にしたのが「ポストカードギャラリー」「ポスト
カードミュージアム」という言葉。どうやら私の
ようなポストカードコレクターは世界中にいる
らしく、その自慢のコレクションを壁に飾って、
自分だけの展覧会を開く人が増えているそうで
す。インターネットで検索すると、それぞれの人
が独自の視線で選んだ作品群がずらり。ライン
ナップを見比べるのも面白く、自分のコレクショ
ンも見直して楽しむきっかけになりそうです。

　「コロナ太り」という言葉をテレビや雑誌等で
目にすることが多くなり、そういえば自分も最
近階段の上り下りやちょっとした作業などでも
息が上がるようになっていたことを思い出し、意
を決して数か月ぶりに体重計に乗ってみました。
結果は、自分史上最高体重となっていました。
これはまずいとの焦りから、翌日より体を動か
すことを意識した新しい生活様式を始めていま
す。具体的には、近場の用事は車の代わりに徒
歩または自転車で移動、エレベーター・エスカ
レーターの使用自粛といった程度なので効果は
限定的かもしれません。ときめき秋号が発行さ
れる10月の段階では見た目の成果は期待薄で
すが、年越しそばを食べる頃には、元の体形に
戻れることを信じて続けていきたい所存です。

横山 三上

■  

リ
ー
フ
ノ
ベ
ル

■  

と
・
き
・
め
・
い
・
て
T
O
G
A
N
E

■  

子
ど
も
の
本
箱

■  
リ
カ
ち
ゃ
ん
と
ラ
ボ
「
親
子
で
遊
べ
る
科
学
教
室
」

■  

感
　
想

　「干支」といえば、今では十二支を指すことが多いです
が、本来「十干十二支」といって、「庚寅（かのえとら・こ
ういん）」のように年は表されています。そのため、「戊辰
（つちのえたつ・ぼしん）」に起こったから「戊辰戦争」、
「甲子（きのえね・かっし）」に開園したから「甲子園」と、
その年にちなんだ名称が残っています。今回は来年の
干支「辛丑（かのとのうし・しんちゅう）」にちなんで、「八
坂神社の神使」を紹介します。
　東金市の八坂神社（松之郷）には、神使の像として
牛の像があります。本殿と拝殿のそれぞれ前方に2体
ずつあり、拝殿前の2体が市指定文化財となっていま
す。なぜ神使が牛なのかというと、八坂神社の祭神であ
るスサノオが、牛に乗って
高
たかまがはら

天原（多くの神々が住ん
でいたとされる天上の世界）
から出雲国（現島根県）に
やってきたという故事にな
らっているからだそうです。

東金の歴史紹介コーナー

繋繋ぐぐぜ、ぜ、歴史歴史！！

次回 春号（Vol.94）は令和3年2月に発行予定です。設置場所については3ページをご覧く
ださい。

と
き
め
き

読

者

の

ひ

ろ

ば
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ときめきは再生紙を使用しています。
（東金市が、この広告における企業、製品、サービス内容等について推奨するものではありません。）

〒283-8511  東金市東岩崎1-1
東金市生涯学習課

『ときめき vol.93』 読者プレゼント係
☎ 0475-50-1187   FAX 0475-50-1294
Eメール  syogai@city.togane.lg.jp メールアドレス

ご希望の賞品番号とあなたの氏名、住所、電話番号、本誌を入手された場所と
本誌への感想、差支えなければ年齢と職業も書いてハガキ、FAX、Eメール
でご応募ください。締め切りは12月4日（金）消印有効。当選者には引換券ま
たは入場券を発送いたします。

応募方法 あて先『
と
き
め
き
』
読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
た
く
さ
ん
の
応
募
待
っ
て
ま
す
！

※いただいた個人情報は、賞品の発送に係る事務にのみ使用させていただきます。

1名

2 ライト付きルーペ
（提供：タニノイギフトセンター）

成東文化会館のぎくプラザ サロンコンサート共通入場券 山 武5組10名6
山田路子
新春横笛コンサート
1月15日（金）
19: 00開演

北島佳乃子トリオ
ジャズ・ナイト 2021!
2月19日（金）
19: 00開演

（仮）クリスマスコンサート
12月18日（金）
19: 00開演

東金市マスコットキャラクター
「とっちー」

5名

5 とっちーグッズセット

○うちわ
○クリアファイル
○定規
○シール
○袋

1名

1 季節の野菜詰め合わせ
（提供：道の駅みのりの郷東金）

※写真は一例です

5名

3
子供用とっちーマスク＆
ぷにぷにとっちー

（提供：道の駅みのりの郷東金）

※冷感タイプ

5名

4
大人用とっちーマスク＆
ぷにぷにとっちー

（提供：道の駅みのりの郷東金）

syogai
テキスト ボックス
※応募の受付は終了しています。


